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混成しているとの(反却を述

べた。陶磁の平の背庶には、

ロココのシノワズリーもあ

ろう。また上上亘外額一氏は

五音音階の多用に、ドビュ

ッシーなどとも共通する作

曲面での東悌』趣味を指摘

し、それが西陣音階からの

離脱を印すものとした。王

H鬼平氏は鼠終楽章の「送別J
の下敷きである孟浩然のニ

つの詩「夏日南亭懐辛大J
「宿業師山房待丁公不至J
と王維の「送月IIJを検討し
た。ベートゲの王継訳詩に

は残っていた「永遠の白雲J
(白雲無盛時)の「白書J
がマーラーでは消滅し、代

わってEwig(永遠)の連諦の

強調が、原詩にはない形而

上的性格を付加している。

源光Urlichtの在りかを「白

雲jから「永遠に碧なる天
蓋JDas Firmament Blautへ
と転じたマーラーは、中国

詩の本質を継貢えしたのか、

見失ったのか。だがむしろ
文化越境による変貌の振幅

に、詩の「わたりJの生命
もあろう。

岡倉天心がボストンのガ
ードナー夫人への手紙で

「孤雲Jに自己の心境を託
したのも偶然1911年だが、.
現実への諦念や無為・隠遁
Einsiedeleiへの夢は、むし

ろ第一次大戦下のドイY表
現主義で追求される(アル
フレート・ドュフ.リンの

『王倫の三跳躍.!I [1915J 
など)。実はパウル・クレ
ーにも、この時期ハイルマ
ンから武帝「秋風辞J、王
僧儒「秋闇怨Jの詩句を弓|
いて、一字毎モザイク状に.，

色彩を施した、一連の絵画
版交響詩が知られる(19
16)。さらに『沈思に漫る風
景.!IVersunkene Landschaft 

(918)には、青い池の水
面のような画面に、あたり
の風景が鏡像Spiegelbildと

なって「逆さに映って」い

て、まさにマ-:3ーの「白
と緑の陶器の亭Jの記述に
当て猷まる。従来コンスタ

ンス・ノベール・リセール
が立てた仮説〈李自の潤平

調詩)ではなく、むしろ「宴
陶家亭子Jがクレーの発想
源ではないか、という思い

つきが閃いた。こうした書
画管弦詩歌にわたる共鳴

は、やがて魯迅が版画家、

ケーテ・コルヴィッツと文

通での親交を結ぶことで、

近代中国と再会し、豊子憧

が西岸美学の「東方面化J
を唱える糸口ともなるだろ
っ。
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ゲスタブ・マーラー CL8
60-191U [(免年の『大地の
flIx.!l Das Ued νοf! der Erde 
0907-8)。乙の「交鱒曲J
は、 i恒常交響曲第八番と第
九番とのあいだにおかれ

る。マーラーがヴィーン宮

廷歌劇場を去って、ニュー

・ヨークのメトロポリタン

.オペラに移箱する直前の

仕事。初演は作曲家の死後

半年、 19L 1年LL月20日、ミ
ュンへンでブルーノ・ヴァ

ルター 0876-1962)の指
揮。その歌詞は中国の漢詩

に想、を得ていることが知ら
れ、二十位紀初頭中欧にお

けるオリエンタリズムを証
している。その実態を、音

楽と文学を跨ぎ、中・仏・

独文学に亙って、多角的に

再検討する機会があった
(日本比較文学会、関西支

部総会。 -0月三O目、帝
塚山学院大学)。

マーヨーが着想、を得たの
はハンス・ベートゲHans

Bethge 0876-1946)がラ
イブチッヒで1907年に出版
した、『シナの笛.!IDie chi-
nesiche Flote。副題には中

国持情詩の追創作Nach-
dichtungenとあった。実際

ベートゲは、 1905年にハン
ス・ハイルマンHans P. 
Heilmann (1859-1930)出
版の『中国持情詩集.!I Chi-

nesiche Lyrikを頼りにして

いたからだ。だがさらにハ

ウイルマンの著作そのもの
も、中国語からの直接訳で

はない。そのほとんどがエ
ルゲ.ェ・サン=ドニ伯爵
Mが同uis.. .d' Hervey Saint-
D~nis< (1822ム1"892)の『唐
t代詩歌.!IPoesie de l '与'poque
dfd Thang (862) と、そ
うは断りがないものの、ジ
ュディット・ゴーティエ
Judith Gautier (1845-1917) 
による『玉の書.!ILe Livre 
des Jades (1867)からの独
、訳詩から成っていた。つま
り、原詩からの仏独三重訳

という憾過の上に、さらに
マーラーの独自の解釈が加
わっていた。
一般の愛好者には、長木

誠司『グスタフ・マーラー
全作品解説辞典』と深田甫
による対訳(立風書房)が

重宝だが、さらに踏み込も
う。第3楽章『青春につい
て』に現れる『陶砲の亭』

が〉李自の「宴陶家亭子J
を「陶磁製の亭Jとしたゴ
ーテ.イエの誤解に発するこ

とは知られるが、門田県知

子氏はそこに李自の別の詩
「登車交陶少府半月壁Jも

.‘ 
，
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「マーラー『大地の歌』を巡る東西の出会い」会い」 『図書新聞』 2469号、2000年1月15日




